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証券コード  2815
平成19年５月31日

株 主 各 位
東京都渋谷区恵比寿南三丁目２番17号

アリアケジャパン株式会社
代表取締役社長 岡　田　甲子男

第29回定時株主総会招集ご通知
拝啓　ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　さて、当社第29回定時株主総会を下記のとおり開催いたします
ので、ご出席くださいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封
の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示、ご押印のうえ、平成19年６月
14日（木曜日）午後５時までに到着するようご返送くださいますようお願い申し
あげます。

敬　具
記

１．日　　　時 平成19年６月15日（金曜日）午前10時
２．場　　　所 長崎県北松浦郡佐々町小浦免字小浦浜1572番地21

当社九州第２工場
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第29期（平成18年４月１日から平成19年３月31日まで）事

業報告、連結計算書類ならびに会計監査人及び監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件

２．第29期（平成18年４月１日から平成19年３月31日まで）計
算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役11名選任の件
第４号議案 監査役３名選任の件
第５号議案 会計監査人選任の件
第６号議案 役員賞与支給の件
第７号議案 株式報酬型ストックオプションとして新株予約権を発行する件

以　上


　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申しあげます。
　なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正
が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://
www.ariakejapan.com）に掲載させていただきます。
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（提供書面）

事　 業　 報　 告

（平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで）

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 当事業年度の事業の状況

①　企業集団の事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の増
加など、民間需要に支えられ回復基調にあります。一方では雇用環境の持
ち直しはあるものの個人所得は伸びず、また石油相場の高止まりが続き関
連商品の値上がりで企業収益の圧迫要因となり、先行不透明感が強まって
おります。
　食品業界におきましてもこれらの影響に加え、企業間競争による価格低
下や「食の安全・安心」の問題も頻発し、非常に厳しい環境下での経営と
なりました。
　この様な環境下において、当社グループは天然調味料のリーディングカ
ンパニーとして、既存事業の拡充と新規事業分野の積極的展開を図るとと
もに、品質や安全衛生管理に万全な体制をとり「食の安全」と「高品質」
に注力し、デフレ不況下でも安定的成長を実現すべく、全社挙げて収益向
上に努めました。
　具体的には、当社は九州第２工場の隣接地に新工場を建設し、本年４月
より稼動いたしました。この設備投資は、顧客のあらゆるニーズに応える
新技術を装備し、九州第１工場のリプレースを含め、現状設備の約1.5倍の
生産能力アップを実現しております。
　次に関係会社ですが、まずヨーロッパ事業は100％子会社であるフランス
のF.P.Natural Ingredients S.A.S.およびベルギーのF.P.N.I.BELGIUM 
N.V.の両社は、ナチュラルなブイヨン・スープ等の製造・販売を目的とし
て各工場の建設を総工費約43百万ユーロで行っており、本年７月より稼動
いたします。
　中国事業につきましては、中国での調味料事業が急ピッチで拡大するこ
とを背景に中国子会社（青島有明食品有限公司）は現在の工場に引き続き、
新工場の建設を総工費約80百万元で実施し本年７月より稼動いたします。
　米国事業につきましては、米国子会社（ARIAKE U.S.A.,Inc.）は、着実
な需要増と収益増を実現し、今後の事業計画に対応して、新工場の建設を
決定しております。
　これらの諸計画の実施により、現在進行している「新長期５ヶ年経営計
画」を達成いたす所存であります。

－ 2 －



2007/05/22 11:30:51 ／ 06355630_アリアケジャパン株式会社_招集

　まず、営業成績につきましては、国内（アリアケジャパン㈱）では食品
業界内での競争激化や不順な天候等の影響により全体的に伸び悩みました。
具体的には加工食品分野の内、主として中食・惣菜分野への積極的営業を
行いましたが、前年比若干の減少となり、即席麺向けも同様に若干減少し
ました。一方、外食産業へは共同開発営業や新規の取組みによる増販を行
いました。
　この結果、外食産業分野は前期比6.0％の増加となりましたが、加工食品
分野は前期比4.0％の減少、即席麺分野は前期比5.0％の減少で、全体で前
期比ほぼ横這いとなりました。
　連結子会社の営業成績につきましては、主として海外子会社による加工
食品メーカー及び即席麺メーカー向けの増販戦略が奏功し、前期比34.9％
の売上高増加となりました。
　この結果、当期の連結売上高は22,449百万円（前期比687百万円増）とな
り、前期比3.2％の伸び率となりました。
　また、単体の売上高は19,752百万円となり、前期比横這いとなりました。

　営業利益につきましては、当社は積極的な設備投資とコストダウン努力
により、収益改善に努力しました。
　しかしながら、石油高騰によるエネルギーコストの上昇等の影響があり、
一方では営業要員の強化に伴なう費用増（約70百万円）や役員賞与（約52
百万円）の計上等を行いました。その結果、単体営業利益は5,012百万円と
なり前期比6.0％の減益となりました。
　また、連結子会社につきましては、海外子会社の積極的増販により収益
増加を実現しましたが、当社の諸対策による営業費用の増加が影響したこ
とにより、連結営業利益は5,466百万円で、前期比5.5％の減益となり連結
営業利益率は24.3％となりました。

　経常利益につきましては、当社は積極的なコストダウン努力をいたしま
したが、当初計画しておりました海外２支店の設立費用（約67百万円）、
九州第２工場の新増設関連費用（約60百万円）等営業外損失を約66百万円
計上した結果、経常利益は前期比8.9％の減少し、単体経常利益として4,945
百万円（前期比480百万円減）となり計画を若干上回る実績となりました。

　連結経常利益は当社の経常利益が減少した事と、ヨーロッパ子会社の工
場建設関連費用負担（約139百万円）により、約165百万円の営業外損失を
含み、連結経常利益は5,300百万円となり、ほぼ計画どおりの実績となりま
した。また、経常利益率は23.6％となりました。

　連結当期純利益は当社が九州第２工場新増設に伴なう固定資産の除却（約
41百万円）を実施したことにより、3,110百万円（前期比388百万円減）と
なりました。また、単体当期純利益は2,872百万円（前期比306百万円減）
となりました。
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②　企業集団の設備投資の状況

　当連結会計年度の設備投資は9,919百万円であり、その主なものは九州第

２工場隣接地での新増設工場の建設等の生産設備の拡充更新であります。

③　企業集団の資金調達の状況

設備の新設及び拡充資金は、自己資金及び一部借入により賄っておりま

す。

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

 ①企業集団の営業成績及び財産の状況の推移

区　　分
第26期

(平成16年3月期)
第27期

(平成17年3月期)
第28期

(平成18年3月期)
第29期

(平成19年3月期)

売 上 高(千円) 19,458,014 20,171,280 21,761,293 22,449,081

経 常 利 益(千円) 5,930,946 5,342,363 5,871,939 5,300,462

当 期 純 利 益(千円) 3,419,771 3,123,200 3,499,147 3,110,718

１株当たり当期純利益（円） 114.29 94.92 105.52 95.50

総 資 産(千円) 40,080,709 41,361,854 46,905,501 50,827,522

純 資 産(千円) 35,103,106 37,010,269 41,564,402 4,396,336

（注）１．平成15年11月13日開催の取締役会の決議により、平成16年３月31日最終の株主

名簿及び実質株主名簿に記載された株主の所有株式数を平成16年５月20日付を

もって、１株につき1.1株の割合をもって分割しております。

２．（注）１．の株式分割は期首に行われたものとみなして計算しております。

３．第29期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準第５号　平成17年12月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する

会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17年12月９日）

を適用しております。

４．記載金額は、千円未満を切捨てによって表示しております。なお、１株当たり

当期純利益については小数点第３位を四捨五入によって表示しております。
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 ②当社の営業成績及び財産の状況の推移

区　　分
第26期

(平成16年3月期)
第27期

(平成17年3月期)
第28期

(平成18年3月期)
第29期

(平成19年3月期)

売 上 高(千円) 18,288,783 18,811,337 19,762,014 19,752,270

経 常 利 益(千円) 5,813,044 5,218,458 5,426,672 4,945,761

当 期 純 利 益(千円) 3,343,066 3,077,586 3,178,568 2,872,544

１株当たり当期純利益（円） 111.70 93.51 95.71 88.19

総 資 産(千円) 40,136,670 41,557,708 46,544,620 47,630,482

純 資 産(千円) 36,085,225 37,808,732 41,686,186 42,396,298

（注）１．平成15年11月13日開催の取締役会の決議により、平成16年３月31日最終の株主

名簿及び実質株主名簿に記載された株主の所有株式数を平成16年５月20日付を

もって、１株につき1.1株の割合をもって分割しております。

２．（注）１．の株式分割は期首に行われたものとみなして計算しております。

３．第29期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基

準第５号　平成17年12月９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する

会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17年12月９日）

を適用しております。

４．記載金額は、千円未満を切捨てによって表示しております。なお、１株当たり

当期純利益については小数点第３位を四捨五入によって表示しております。

(3) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社との関係

　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会社名 資本金
当社の

議決権比率
主な事業内容

株式会社エー・シー・シー 20,000千円 100％ 物 品 販 売 業

株式会社ディア．スープ 50,000千円 80％ 物 品 販 売 業

ARIAKE U.S.A.,Inc. 17,000千米ドル 100％ 天然調味料製造

青島有明食品有限公司 4,600千米ドル 84％ 天然調味料製造

台湾有明食品股份有限公司 250,000台湾元 100％ 天然調味料製造

F.P.Natural Ingredients S.A.S. 6,000千ユーロ 100％ 天然調味料製造

F.P.N.I.BELGIUM N.V. 14,000千ユーロ 100％ 天然調味料製造

（注）台湾有明食品股份有限公司は平成18年５月に新たに株式を取得したため、株式会社

ディア．スープは平成18年９月に当社が80％出資し設立したため子会社としており

ます。
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